
項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然担当参事　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然担当参事　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

環境対策課長　　矢野　正和

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然担当参事　奥村　稔

どのように貢献したか

河川の水質状況を知ること
により、環境施策の参考と
なった

６．安全な水
とトイレを世

界中に

１５．陸の豊
かさを守ろう

１７．パート
ナーシップで
目標を達成し

よう

どのように貢献したか

希望する市民に、「みどりの
パートナー」として登録して
もらい、官民のパートナー
シップのもと、事業を実施し
ている。

どのように貢献したか

ウォーキングイベント開催を
通じて市民の健康増進に寄
与した。また、緑の基金への
寄附を募りみどりの保全の
ための資金とした。

１３．気候変
動に具体的
な対策を

１５．陸の豊
かさを守ろう

３．すべての
人に健康と福

祉を

どのように貢献したか

緑地の保全及び緑化の推
進を実施することで、　自然
環境を守ることが出来た。

１５．陸の豊
かさを守ろう

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１３．気候変
動に具体的
な対策を

評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

評価
理由

総合
評価

現状の課題

成果

成果指標

指標名

SDGsへの貢献
(最大3つ)

事業概要（全体）

活動実績(R1)投入コスト
会
計

事務事業名称
所属
名称

経費

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

重要 231千円

H30正規職員
人件費

期間

H30決算額

根拠法令 R1予算現額 R1決算額（見込み）

都市緑地法、ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例 278千円 307千円

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 ｢所沢市みどりの基本計画｣　は、
緑地の保全及び緑化の推進に関
する措置を総合的かつ計画的に実
施するために、　市が策定するもの
であり、事業を継続していく必要が
ある。
また、みどりの審議会において、み
どりの基本計画に基づく施策や事
業の進行管理を行うことにより、み
どりの保全や創出に係る施策や事
業の推進を図る。

R1年度に改善した点

みどりを保全していくためには土地所有者の協
力のもと、一定の土地利用規制を加える地域
制緑地の指定をすすめることが基本となること
から、地域制緑地の指定件数を指標とした。

令和元年度からの新たな｢所沢市みどり
の基本計画｣の推進施策に則り事業を進
めた。

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

新たな｢所沢市みどりの基本計画｣推進の
ため、今後も施策目標の達成に向けて施
策を進める。

目標設定の考え方・根拠

Ａ
R1目標値が未達成の理由・分析

177千円

①みどりの審議会の開催回数

②ゼネラルマネジャー幹事会
の開催回数

「みどりの基本計画」に掲げる重点プロジェクト
の施策の実施数

R元年度以降の目標は、市域の保全配慮地区
における地域制緑地の指定件数（拡大含）

H30その他職員
従事割合

H30年度目標 H30実績

28

6,285千円 臨時職員

①4回

②2回

R元年度目標 R1実績

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

1.15 人
非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

「所沢市みどりの審議会」において、みどりの基本
計画に基づく施策や事業の進行管理を行うことによ
り、みどりの保全や創出に係る施策や事業等の推
進を図る。

0.75 人 31
みどりの基本計画
推進事業

事業の目的及び具体的な内容

非常勤
特別職

H21年度～ 9,559千円 臨時職員 0.10 人

1 1

2

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

本市のブランドである豊かなみどりの保全に対する
市民の理解と意識の向上を図るため、「みどりのふ
れあいウォーク」を開催する。また、イベントの際に
緑の募金運動を実施し、参加者から寄附金を募る。
さらに、夏場の省エネの推進に向け「みどりのカー
テン」を市民に広く実施してもらうため、朝顔とゴー
ヤの種子袋を配布するとともに、みどりのカーテン
コンテストを開催する。

1.40 人

R1正規職員
人件費

H18年度～

H30決算額 指標名

ふるさとのみどり啓
発事業

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

みどりのふれあいウォークとしての
イベント自体については、一定の
評価を得る事は出来ているが、参
加人数は目標まで及んでいない。
イベントコースの大幅な修正等を
考えていく必要もある。

R1予算現額 R1決算額（見込み）

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例、所沢市緑
の基金条例

4,381千円

ふるさとみどりの啓発事業の中で、最も大きく、
又、市内住民のみならず、近隣市民も参加する
一大イベントとなっているため、参加人数を指
標とする。なお、令和元年度以降は、実情に即
し毎年2,000人を目標とすることとした。

昨年度のマルシェ同時開催が好評であっ
たため、今年度も規模を拡大して同時開
催し、ウォークイベントの参加者のみなら
ず、近隣の方にも楽しんでいただくことが
できた。

イベント当日の天気が雨の予報だったことか
ら、出足が悪くなったと考えられる。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R1目標値が未達成の理由・分析

みどりのふれあいウォークの参加者は令
和元年度は増加したが、更なる増加を目
指し、周知方法や期間について検討した
い。

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,767千円 2,643千円 ①みどりのカーテンコンテスト
応募数
②啓発用種子袋の配布数

③みどりのふれあいウォーク参
加人数

みどりのふれあいウォーク参加人数根拠法令

3,745千円

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

H30年度目標 H30実績

非常勤
特別職

0.00 人 3900 1624

11,732千円 臨時職員 0.00 人
①33件

②8,000袋

③1,855名

R元年度目標 R1実績

R1その他職員
従事割合

2000 1855

2000

期間 1.45 人
非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

12,052千円 臨時職員 0.10 人

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

みどりのパートナー
活動推進事業

根拠法令 ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例 R1予算現額

H30決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

R1決算額（見込み）

Ａ

パートナー登録者数としては、目標
値を達成している。
パートナーの基礎能力を高めるた
め、初級・中級・里山管理指導員派
遣の講座を開催してきた。受講者
から高評価を頂いた事もあり、平成
３０年度に初級講座、令和元年度
に中級講座、令和２年度に里山管
理指導員派遣を実施する。

R1年度に改善した点

①活動講座の開催

②パートナー登録団体数

③みどりのパートナー活動補助
金

みどりのパートナー登録者数

みどりのパートナー登録者数を増やし、みどり
の保全及び創出を推進する事が当事業の目的
となっているため登録者数を指標とする。
目標値としては、前年より増やすことを目標とし
たい。

H27年度～H29年度にかけて実施した、初
級講座・中級講座・里山管理指導員派遣
が高評価を得たことから、未受講者を対
象に、H30年度に初級講座、令和元年度
に中級講座を開催した。

H30実績 R1目標値が未達成の理由・分析

目標達成済

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 6,808千円 5,502千円

所沢市みどりのパートナー活動実施要綱、所沢市
みどりのパートナー活動支援事業補助金交付要綱

7,685千円 7,032千円

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

H30年度目標

本市のみどりをより豊かにする市民活動を推進す
るため、みどりの保全及び緑化の推進に関して自
発的かつ実践的な活動を行う個人又は団体を「み
どりのパートナー」として登録し、このパートナーに
対して情報の提供や緑化資材の助成等、育成・支
援等を行う。

0.80 人
非常勤
特別職

0.00 人 1000

臨時職員 0.00 人

1400

1200

6,704千円 臨時職員 0.00 人
①6回

②54団体

③3,907千円

R元年度目標 R1実績

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

1410

1395

期間 0.85 人
非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

H24年度～ 7,065千円

事業自体が
貢献する
項目

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

登録者数としては達成はしている。しか
し、パートナーが高齢化しており、活動の
継続が難しい団体も出現してきている。今
後の講習では、スムースな世代交代問題
も取り上げ、参加者にも協議してもらう。

R1年度に改善した点

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

環境
対策
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

所沢市水生生物調
査委託事業

根拠法令 R1予算現額

0千円

H30決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

計画通りの調査を実施したため。

R1年度に改善した点

①調査地点数

②

③

計画実施率
(調査地点/計画地点×100)

市内7地点の調査を3年間で行う計画であること
から、当目標を計画実施率とした。

なし（R1年度からの新規事業であるため）

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 0千円 0千円

目標達成済

R1決算額（見込み）

特になし 972千円 759千円

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

調査は河川工事等に大きく影響されるも
のであるため、積極的に情報収集を行
い、計画変更等に柔軟に対応する。

H30年度目標 H30実績 R1目標値が未達成の理由・分析

市内の代表的な一級河川である柳瀬川、東川の合計7か
所において、水生生物の生息状況を調べ河川の水質を
総合的に評価し、環境学習、綺麗な河川や多様な生物が
河川に生息している所沢市のPR活動、環境保全の普及
啓発活動の推進を図っていくことを目的とする。

0.00 人
非常勤
特別職

42.9%

71.4%

期間 0.29 人
非常勤
特別職

R2年度目標

①３地点

②

③

R元年度目標 R1実績

R1～ 2,410千円 臨時職員

第４章　みどりあふれる持続可能なエコタウン  第２節　みどり・生物

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

42.9%

臨時職員



評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

評価
理由

総合
評価

現状の課題

成果

成果指標

SDGsへの貢献
(最大3つ)

事業概要（全体）

活動実績(R1)投入コスト
会
計

事務事業名称
所属
名称

経費

事業自体が
貢献する
項目

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然担当参事　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然担当参事　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然担当参事　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然担当参事　奥村　稔

どのように貢献したか

市民が、安全に道を渡るこ
とが出来る様、事務を進め
ている。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

保存樹木等の指定を通じ
て、地球温暖化防止等の森
林の公益的機能の発揮に
寄与した。

どのように貢献したか

地域制緑地の指定や公有
地化を進めることで、自然環
境を守ることが出来た。

１３．気候変
動に具体的
な対策を

どのように貢献したか

緑地の管理・整備を通じて、
地球温暖化防止等の森林
の公益的機能の発揮に寄
与した。

１５．陸の豊
かさを守ろう

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１３．気候変
動に具体的
な対策を

１３．気候変
動に具体的
な対策を

１１．住み続
けられるまち

づくりを

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

緑地管理整備推進
事業

根拠法令

H30決算額

42,296千円

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

R1決算額（見込み）

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例、所沢市市
民の森設置要綱、所沢市市民緑地設置要綱

Ｂ

管理の必要な緑地面積及び管理
予算は年々増加傾向にある。しか
しながら、管理の必要な緑地面積
の増加に対して、予算が不足して
いる状況が続いている。その中で、
特に緊急性の高い箇所から順番に
管理を実施した。

地域制緑地の指定をした緑地（市民の森等）や、市
が買い入れや寄附によって取得した緑地の自然環
境や植生、景観を将来に引き継ぐため、高木の剪
定、不良木の伐採、除草等、適切な維持管理を行
う。また、市民が安全にみどりと触れ合う場を提供
するため、市民に公開している緑地の園内柵や外
周柵の修繕等を行う。

1.65 人
非常勤
特別職

0.00 人

R1予算現額

37 35.8

45,753千円

R1年度に改善した点

①業者委託による剪定・伐採等
の管理
②みどりのパートナーによる除
草・清掃等の管理
③市民参加による保全管理作
業

管理作業実施面積

業者委託による剪定・伐採等の管理面積＋み
どりのパートナーによる除草・清掃等の管理面
積＋市民参加による保全緑地管理作業面積を
指標とする。

管理業務で発生した伐採木等の搬入日を
委託業者間で調整させることで、搬入作
業を速やかに行うことができ、クリーンセ
ンターの混雑の緩和に貢献することがで
きた。

H30年度目標 H30実績 R1目標値が未達成の理由・分析

指標名 目標設定の考え方・根拠

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 41,608千円 40,832千円

年々増加している管理地に対して、委託費が追
いついていないため。

37 36.4

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

業者委託料にも限りがあり、増大する緑
地の管理業務に対応するためには直営で
の管理が不可欠となっていることから、現
業職員の増員を要望している。

13,827千円 臨時職員 0.00 人
①15.24ha

②19.63ha

③1.50ha

R元年度目標 R1実績

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

37.0

期間 1.70 人
非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

H6年度～ 14,130千円 臨時職員 0.00 人

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

期間

都市緑地法、ふるさと所沢のみどりを守り育てる条
例、ふるさと所沢の緑地の寄附に関する要綱

66,915千円

R1予算現額

H30決算額 指標名

根拠法令

65,947千円

事業の目的及び具体的な内容

最優先

目標設定の考え方・根拠

Ｓ
里山保全地域等指
定整備事業

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

市内に残された貴重な緑地を保全し未来のこどもた
ちにふるさと所沢のみどりを継承するため、緑地保
全制度の指定を行い、保全管理計画を策定する。
また、相続や開発等により消失の恐れがある緑地
について、土地の取得（寄附受入を含む。）により、
公有地化を行う。

R1決算額（見込み）

重点プロジェクトにおける新たに指定した地域
制緑地の面積（指定替え含む）

R元年度以降の目標は、市域の保全配慮地区
における地域制緑地の指定面積

指定面積（平成22年度を基準年度として「０」と
し、令和10年度までに110haを目指すものであ
る。）

①植生調査

②みどりの公有地化

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 177,384千円 175,715千円

69ha

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

85.48ha

緑地購入事務において、関係部署（関東
信越国税局、埼玉県及び庁内関係課）と
連携し事務を進めた。

H30年度目標 H30実績 R1目標値が未達成の理由・分析

「みどりあふれる持続可能なエコタ
ウン」を目指すため、緑地保全制
度の指定及び公有地化によるみど
りの保全の取り組みを進める。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

7,123千円

1.40 人
非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

目標達成済75ha

0.85 人
非常勤
特別職

0.00 人 38ha

臨時職員 0.00 人

①0ha

②10,164㎡

R元年度目標 R1実績

緑地購入地の増加により、緑地購入費も
増加するため、予算拡大が必要となる。

80haH24年度～ 11,637千円 臨時職員 0.00 人

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額 H30決算額

R1決算額（見込み）

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例、所沢市保
存樹木等支援事業補助金交付要綱

3,719千円 1,283千円

重要
市内に業者登録のある造園業者に、保存
樹木等の所有者へ支援事業制度の周知
を依頼した。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

市街地にある、指定が掛かっていない樹
木の調査を行い、保存樹木制度について
更なる周知を図り、新規発掘を行う。

・市街化地域及びその周辺区域と範囲が狭い
事により、新規登録が厳しい、又、現在指定さ
れている樹木も、高齢化により維持管理が厳し
くなってしまっている事等による。

保存樹木等指定促
進事業

根拠法令 R1予算現額

5,866千円

①保存樹木の樹木管理推進事
業
②保存樹林の樹林管理推進事
業
③ふるさとの樹管理推進事業

指標名 目標設定の考え方・根拠

Ｂ

補助金制度については、所有者か
ら一定の評価は頂いているが、実
際の制度利用となると、本人の費
用負担が大きい事等の事情によ
り、予定数には至っていない。

ふるさとの樹の指定本数

R1目標値が未達成の理由・分析

R1実績

本事業中、最も希少価値の高い、ふるさとの樹
の本数を指標とした。

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

H30年度目標 H30実績

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 5,177千円 1,958千円

市街地やその周辺のみどりの永続的な保全を図る
ため、保存樹木等に対する損害賠償責任保険への
加入や保全管理費用の助成による所有者への支
援を行う。また、保存樹木等の指定制度について市
民に周知し、新たな保存樹木等の指定を行うととも
に、市民の保存樹木等の保全に対する関心を高め
る。

0.70 人
非常勤
特別職

0.00 人 50 33

臨時職員 0.00 人
①3本

②1箇所

③1本

R元年度目標

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

50 33

50

期間 0.65 人
非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

H27年度～ 5,403千円 臨時職員 0.00 人

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

狭山湖や狭山丘陵の散策者及び観光客に、みどり
の保全と創出の理解を促すとともに、散策者等が安
全に周遊できるようにするため、散策路整備の一環
として、狭山湖北東部に位置する緑地帯を縦断する
市道5-4号線に景観に配慮した人道橋を整備する。

1.00 人

R1正規職員
人件費

H27年度～R3年度

H30決算額

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

R1予算現額

指標名

1,697千円
①電柱移設工事

②建設工事

③

事業進捗状況率根拠法令

狭山湖周辺人道橋
整備事業

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

H30年度目標

R1決算額（見込み）

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例　　　　　 13,261千円

当初、平成３０年度で事業終了する予定で指標
設定していたが、建設工事入札が不調・中止と
なったことにより、令和３年度まで事業を延長し
たため、平成２７年度から令和３年度までの事
業進捗率を指標とした。

1,697千円

12,870千円

目標達成済

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

R1目標値が未達成の理由・分析

工事着工後、計画通りに建設業務が進め
られるよう、関係機関と各種連絡調整を
行う。

R1年度に改善した点目標設定の考え方・根拠

Ａ

平成３０年度中に建設工事に着工
する予定だったが、工事入札が不
調・中止となったことから、令和元
年度は詳細設計の変更を行った。
また令和２年度の建設工事に向
け、入札・工事発注を行った。

H30実績

非常勤
特別職

0.00 人 55 55

8,380千円 臨時職員 0.00 人
①１本

②入札を経て、工事を発注し
た。

③

R元年度目標 R1実績

R1その他職員
従事割合

70 70

85

期間 1.00 人
非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

8,312千円 臨時職員 0.00 人

令和元年度に詳細設計を変更し、令和２
年度に建設工事を発注する予定であった
が、人道橋の少しでも早い完成と工事の
平準化に資するため、令和元年度中に工
事発注した。

R1年度に改善した点

R1年度に改善した点



評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

評価
理由

総合
評価

現状の課題

成果

成果指標

SDGsへの貢献
(最大3つ)

事業概要（全体）

活動実績(R1)投入コスト
会
計

事務事業名称
所属
名称

経費

事業自体が
貢献する
項目

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然担当参事　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

みどり自然担当参事　奥村　稔

項目名

■ □ □

実績

評価者

公園課長　市村　浩昭

項目名

■ □ □

実績

評価者

公園課長　市村　浩昭

どのように貢献したか

地域のコミュニティ活性化、
地域防災拠点の場となるよ
う築造工事を完了した。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

球根の配布により、地球温
暖化防止に寄与した。

どのように貢献したか

武蔵野の平地林の保全を行
うとともに、希少動植物の保
護に貢献した。

保育園園庭の芝生化によ
り、地球温暖化防止に寄与
した。

１３．気候変
動に具体的
な対策を

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１３．気候変
動に具体的
な対策を

期間 0.85 人
非常勤
特別職

R2年度目標

H30～ 7,065千円 臨時職員

R1実績

地域のコミュニティの拠点となるよう、築造
工事の早期完成に努める。

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

1.76㏊ 1.76㏊

0㏊

非常勤
特別職

1.76㏊ 0㏊

目標達成済

5,866千円 臨時職員

①1,767㎡

②

③

R元年度目標

251,190千円

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

H30年度目標 R1目標値が未達成の理由・分析

①用地取得

②

③

取得済用地面積

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 7,071千円 6,803千円

H30決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

目標値を達成している

R1年度に改善した点

新たなコミュニティの拠点となる公園整備を行う
ためには、用地確保が必要となることから用地
取得面積を目標とした。

土地所有者から協力を頂けたことから、
築造工事に着手した。

R1決算額（見込み）

H30実績

事業の種別

一
般

H30予算現額

松戸橋公園築造事
業

根拠法令 R1予算現額

都市計画法・都市公園法 296,333千円

公園不足地の解消を進めるため、地域住民のレク
リエーション、コミュニティの拠点となるべく、新たな
公園整備を実施する。

0.70 人

公園
課

実施計画ランク

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

みどりの街並み創
出事業

根拠法令 R1予算現額

H30決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

重要 2,509千円

R1決算額（見込み）

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例 2,622千円 2,536千円

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

球根の配布施設数は1減少した
が、球根の総数は、前年と同数を
配布出来た。

自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 2,581千円

H30その他職員
従事割合

①ペデストリアンデッキ花の植
え替え
②球根配布数

球根配布施設数
地球温暖化対策の一つとして、球根を各施設
に配布している。その施設数を指標としている。

球根配布施設に対し、事前にヒアリングを
行い配布数を確認したことで、各施設の
状況に応じた配布を行うことができた。ま
た、球根の配布施設数は1減少したが、球
根の総数は、前年と同数を配布出来た。

一施設において、植栽場所の確保が出来ず、
球根配布・植栽出来なかったため。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

従来よりも、ヒアリングを前倒しして実施
し、必要に応じて、施設と情報交換をする
ことで、植栽箇所数の減少防止に努めた
い。

46

Ｂ
H30年度目標 H30実績 R1目標値が未達成の理由・分析

公共公益施設を緑化し、街中のみどりを創出するた
め、公共施設に球根を配布し、施設管理者や利用
者による施設緑化を進める。また、市民に花と緑に
触れ合う機会を提供し、緑化の関心を高めるため、
所沢駅前ペデストリアンデッキ・プランターに四季の
花々を植え、維持管理を行う。

0.80 人
非常勤
特別職

0.00 人
46 46

6,704千円 臨時職員 0.00 人

①3回

②3,000個

R元年度目標 R1実績

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

46 45

期間 0.75 人
非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

H11年度～ 6,234千円 臨時職員 0.00 人

公園
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

根拠法令 R1予算現額

12,570千円

期間

H30決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

目標値を達成している

R1年度に改善した点

取得済用地面積

事業の進捗を図るためには、用地確保が最重
要となることから用地取得面積を目標値として
いる。
取得面積/用地取得面積25.4㏊（R3年度目標）

防火水槽、外周道路設置工事を実施し
た。
また、官民連携による維持管理のための
ヒアリング調査等を実施した。

H30年度目標

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 78,220千円 76,830千円
①用地購入

②

③

所沢カルチャー
パーク築造事業

R1決算額（見込み）

都市計画法・都市公園法・都市緑地法 176,697千円 173,041千円

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

臨時職員

H30実績 R1目標値が未達成の理由・分析

武蔵野の平地林を活用し、市民が自然観察や
散策の場など身近な自然とふれあう環境の保
全と整備を行う。

1.50 人
非常勤
特別職

23.64㏊ 23.64㏊

目標達成済24.23㏊
①5,937㎡

②

③

R元年度目標 R1実績

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

24.23㏊

1.30 人
非常勤
特別職

R2年度目標

S61年度～ 10,806千円 臨時職員 24.44㏊

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

用地取得については、土地所有者に丁寧
な説明を引き続き実施する。また、施設整
備については、令和３年度完成を目指し
計画的に進める。

R1年度に改善した点

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

特になし

みど
り自
然課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

R1予算現額

ふるさと所沢のみどりを守り育てる条例 334千円

事業の目的及び具体的な内容

H30決算額 指標名

①芝生化実施園数

②

③

目標設定の考え方・根拠

Ｂ

市街地のみどり創出に向け、引き
続き取り組みを進めていく。

R1年度に改善した点

R1決算額（見込み）

330千円

芝生化実施面積
まちなかのみどりを創出することを目的としてい
ることから、芝生化した面積を指標とする。

H30年度目標

当初計画した面積の園庭を芝生化した場合、
日々の保育活動に支障が出ることが判明した
ため、保育園と再度調整を行った上で、園庭の
芝生化を実施したため。

170㎡

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

芝生化した園庭の管理の負担も大きいこ
とから、県の補助事業を利用して維持管
理をしていきたい。また、保育園は実施で
きる園が限られるため、今後は小学校の
校庭等も芝生化できないか検討したい。

160㎡ 176㎡

どのように貢献したか

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 328千円 323千円

グリーンカーペット
促進事業

根拠法令

H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

H30実績 R1目標値が未達成の理由・分析

公共施設を率先して緑化し、暑さ抑制を図ると共
に、「街中のみどり」を積極的に創出していくため、
日常子供たちが過ごしている園庭・校庭の一部を芝
生化するものである。

0.60 人
非常勤
特別職

0.00 人

5,028千円 臨時職員 0.00 人
①1園

②

③

R元年度目標 R1実績

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

139㎡

160㎡

期間 0.60 人
非常勤
特別職

0.00 人 R2年度目標

H30年度～ 4,987千円 臨時職員 0.00 人



評価及び次年度以降に向けた課題・取り組みなど

評価
理由

総合
評価

現状の課題

成果

成果指標

SDGsへの貢献
(最大3つ)

事業概要（全体）

活動実績(R1)投入コスト
会
計

事務事業名称
所属
名称

経費

事業自体が
貢献する
項目

実施手法等
の工夫により
貢献できた
項目(任意)

項目名

■ □ □

実績

評価者

河川課長　高橋　智史

項目名

■ □ □

実績

評価者

河川課長　高橋　智史

項目名

■ □ □

実績

評価者

河川課長　髙橋　智史

どのように貢献したか

ウッドチップによる歩きやす
い散策路が整備され、地元
住民から高評価を得た。

１２．つくる責
任　つかう責

任

１２．つくる責
任　つかう責

任

どのように貢献したか

歩きやすいように、ウッド
チップの転圧を十分行った。

１１．住み続
けられるまち

づくりを

どのように貢献したか

環境に配慮し、工事を実施
した。

７．エネル
ギーをみんな

にそしてク
リーンに

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１１．住み続
けられるまち

づくりを

１２．つくる責
任　つかう責

任

期間 0.50 人
非常勤
特別職

R2年度目標

R元年度目標 R1実績

臨時職員 160m

60m 66.08m

H30年度目標 H30実績 R1目標値が未達成の理由・分析

目標達成済

R1～ 4,156千円

0千円 臨時職員

0.00 人
非常勤
特別職

歩きやすい遊歩道を維持していくための
除草及びウッドチップ補充等のメンテナン
スが必要となる。

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

66.08m

R1決算額（見込み）

所沢市街づくり基本方針、所沢市緑の基本方針、
所沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略

17,200千円 16,922千円

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 0千円 0千円

H30決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

成果指標の目標を達成している。

R1年度に改善した点

砂川堀散策路整備
砂川堀散策路整備

安全に通行できる散策路整備を進めるため、
地元住民や水辺のサポータ－制度に登録され
ている団体等と意見を交換しながら、事業を進
めていく。

特になし

河川
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

砂川堀水辺保全・
散策路整備事業

根拠法令 R1予算現額

　子どもたちに“安全で豊かな自然の恵みに出会える場”
を引き継ぐため、自然と調和した護岸とともに「水とみどり
がつくるネットワーク」を構成する川沿いの散策路を整備
するものである。
　また、河道内樹木の手入れが行き届かず立ち枯れ、倒
木の危険等もあるため、これらの剪定・伐採を行う。

期間 0.55 人
非常勤
特別職

R2年度目標

R元年度目標 R1実績

臨時職員 195ｍ

150ｍ 150ｍ

H30年度目標 H30実績 R1目標値が未達成の理由・分析

目標達成済

Ｈ３０～ 4,572千円

5,447千円 臨時職員

0.65 人
非常勤
特別職

150ｍ 195ｍ

歩きやすい遊歩道を維持していくために、
ウッドチップのメンテナンス等が必要であ
る。また、ウッドチップが東川に流れない
よう勾配や高さなど検討する必要もある。

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

150ｍ

R1決算額（見込み）

河川法 6,000千円 6,000千円

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

最優先 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加 8,000千円 7,903千円

H30決算額 指標名 目標設定の考え方・根拠

Ａ

樹木の再利用により、成果指標の
目標を達成している。

R1年度に改善した点

東川遊歩道整備延長
東川遊歩道整備延長

「COOL JAPAN FOREST構想」における周辺環
境整備の一環として、遊歩道整備を行うことが
当該事業の目的となっていることから、東川遊
歩道整備延長を指標とする。

水路沿いの伐採した樹木を再利用し、
ウッドチップを作ったことにより、コスト削
減につながった。

河川
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

東川桜舞う遊歩道
事業
(COOLJAPANFORE
ST構想事業)

根拠法令 R1予算現額

「COOL JAPAN FOREST構想」における周辺環境
整備の一環として、東川沿いの桜を一層魅力的な
ものにするため、ウッドチップ敷きなどによる遊歩道
整備を行うものである。また、東川沿いの桜並木
（旭橋から柳瀬川合流点）についても、継続的な維
持管理を行っていくものである。

河川
課

実施計画ランク 事業の種別

一
般

H30予算現額

ふるさとの川再生事
業

根拠法令 R1予算現額

5,447千円

H30決算額

重要 自治事務 法定受託事務 法定受託＋附加

指標名

200千円 200千円

活動団体数
活動団体数

目標設定の考え方・根拠

Ａ

市民団体との協働による事業であ
るが、市でも清掃活動等に積極的
に参加しており、その成果が出て
いる。

R1年度に改善した点

地域に根付いた親しみのある多自然川づくりへ
の要望があることから、市との協働による多自
然の川づくりを行う活動団体数を指標とする。

これまでに市民団体と多自然川づくりの
協議を進めていた山口地内において、水
路整備工事を実施した。

事業達成に向けての現在の課題及び今
後の課題解決に向けた取り組み

市民団体と維持管理を協働で行うための
協議を行い、活動団体登録の準備を進め
ていく。

目標達成済

R1決算額（見込み）

特になし 200千円 200千円

事業の目的及び具体的な内容
H30正規職員
人件費

H30その他職員
従事割合

H30年度目標 H30実績 R1目標値が未達成の理由・分析

多自然の川づくりの整備を推進するため、市民団体
等と協働し、市が指定した河川・水路の区域を対象
として、ふるさとの川再生事業を行う。

0.65 人
非常勤
特別職

2 2

臨時職員

２団体

R元年度目標 R1実績

R1正規職員
人件費

R1その他職員
従事割合

2 2

2

期間 0.45 人
非常勤
特別職

R2年度目標

H22年度～ 3,740千円 臨時職員


